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Ⅰ 平成２７年度下半期の事業の概況 

 
 

１ 業務量 
  モーターボート競走事業の下半期の開催日数は９４日で、１日平均舟券売

上金額は３２３，００７，８８６円（前年同期比４．８％減）、１日平均返還

金額は７，０５５，６０７円（前年同期比２７．１％増）となっています。 
１日平均有料入場人員は２，１３１人（前年同期比４．４％減）となって

います。 
なお、１２月にＧⅠ開設６１周年記念競走を、３月にＳＧボートレースク

ラシック（総理大臣杯競走）を開催しました。また、業界初の試みである「フ

ァン感謝３ＤａｙｓＢＯＡＴＲＡＣＥバトルトーナメント」（グレードは一般

競走）を１月に開催しました。 
場間場外発売は、平和島スタンドで延べ５３日、平和島劇場で延べ１，３５２

日、ボートピア河辺で延べ６７０日、ボートピア横浜で延べ１２４６日、ミ

ニボートピア黒石で延べ８０６日、オラレ上越で延べ６３９日行いました。 
 
 
 
２ 経理の状況 
収益的収入の執行済額は５６，２５７，５７３千円（執行率９５．８％）、

収益的支出の執行済額は５５，１３８，７１５千円（執行率９５．３％）と

なっています。 
資本的支出の執行済額は９６１，９３０千円（執行率９９．６％）となっ

ています。 
営業利益は１，８７２，９６５千円、経常利益は１，０８４，０７３千円

となっています。 
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Ⅱ 平成２７年度下半期の経理の概況 

 
１ 予算執行状況 

⑴  収益的収入及び支出 
収入 

科  目 
予算現額 
（千円） 

執行済額 
（千円） 

執行率

（％） 
１ 競走事業収益 58,712,374 56,257,573 95.8 

１ 営業収益 58,645,591 56,192,558 95.8 

２ 営業外収益 66,783 65,015 97.4 

 
支出 

科  目 
予算現額 
（千円） 

執行済額 
（千円） 

執行率

（％） 
１ 競走事業費用 57,850,503 55,138,715 95.3 

１ 営業費用 57,838,240 55,130,145 95.3 

２ 営業外費用 5,705 2,012 35.3 

３ 特別損失 6,558 6,558 100.0 

 
 ⑵ 資本的収入及び支出 
収入 

科  目 
予算現額 
（千円） 

執行済額 
（千円） 

執行率

（％） 
１ 資本的収入 0 ― ― 
 
支出 

科  目 
予算現額 
（千円） 

執行済額 
（千円） 

執行率

（％） 
１ 資本的支出 965,730 961,930 99.6 

１ 建設改良費 171,730 167,930 97.8 

２ 投資 494,000 494,000 100.0 

３ 利益剰余金繰出金 300,000 300,000 100.0 

 
※各区分の金額は、千円未満を四捨五入しています。 
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２　損益計算書

平成２７年度　　　損益計算書

(平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで)
(単位：円)

１　営業収益

　(1) 開催収益 49,291,669,000

　(2) 場間場外発売事務受託収益 6,537,369,074

　(3) その他営業収益 354,700,590 56,183,738,664

２　営業費用

　(1) 開催費 48,739,529,428

　(2) 場間場外発売事務受託費 5,074,020,467

　(3) 管理費 214,922,622

　(4) 減価償却費 280,816,457

　(5) 資産減耗費 1,485,100 54,310,774,074

　　営業利益 1,872,964,590

３　営業外収益

　(1) 受取利息及び配当金 3,499,735

　(2) 長期前受金戻入 61,515,248

　(3) 雑収益 2,870 65,017,853

４　営業外費用

　(1) 支払利息 338,426

　(2) 雑支出 853,571,417 853,909,843 △ 788,891,990

　　経常利益 1,084,072,600

５　特別利益 0

６　特別損失

　(1) その他特別損失 6,558,000 6,558,000 △ 6,558,000

　　当年度純利益 1,077,514,600

　　前年度繰越利益剰余金 0

　　当年度未処分利益剰余金 1,077,514,600
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３　貸借対照表

平成２７年度　　貸借対照表

(平成２８年３月３１日)
(単位：円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資産の部

１　固定資産

　(1) 有形固定資産

　　イ　土地 3,242,246,476

　　ロ　建物 367,105,023

　　　　減価償却累計額 △ 130,715,649 236,389,374

　　ハ　建物付属設備 60,893,021

　　　　減価償却累計額 △ 566,597 60,326,424

　　ニ　構築物 27,744,630

　　　　減価償却累計額 △ 1,187,552 26,557,078

　　ホ　機械及び装置 58,501,495

　　　　減価償却累計額 △ 12,390,883 46,110,612

　　ヘ　車両運搬具 178,273

　　　　減価償却累計額 0 178,273

　　ト　工具器具及び備品 478,066,418

　　　　減価償却累計額 △ 80,172,043 397,894,375

　　チ　リース資産 750,414,594

　　　　減価償却累計額 △ 53,546,909 696,867,685

　　　有形固定資産合計 4,706,570,297

　(2) 無形固定資産

　　イ　ソフトウェア 4,678,744

　　ロ　リース資産 2,997,565

　　　無形固定資産合計 7,676,309

　(3) 投資その他の資産

　　イ　基金 3,002,000,000

　　　投資その他の資産合計 3,002,000,000

　　固定資産合計 7,716,246,606

２　流動資産

　(1) 現金預金 2,374,094,573

　(2) 未収金 899,834,389

　(3) 繰出金 300,000,000

　　　流動資産合計 3,573,928,962

　　　資産合計 11,290,175,568
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負債の部

３　固定負債

　(1) リース債務 338,980,069

　　　固定負債合計 338,980,069

４　流動負債

　(1) リース債務 169,791,096

　(2) 未払金 2,285,430,220

　(3) 前受金 2,039,970

　(4) 引当金 8,211,000

　(5) 預り金 54,254,197

　　　流動負債合計 2,519,726,483

５　繰延収益

　(1) 長期前受金 440,147,780

　(2) 長期前受金収益化累計額 △ 61,515,248

　　　繰延収益合計 378,632,532

　　　負債合計 3,237,339,084

資本の部

６　資本金 4,467,321,884

７　剰余金

　(1) 資本剰余金 0

　(2) 利益剰余金

　　イ　利益積立金 1,008,000,000

　　ロ　建設改良積立金 1,500,000,000

　　ハ　当年度未処分利益剰余金 1,077,514,600

　　　利益剰余金合計 3,585,514,600

　　　剰余金合計 3,585,514,600

　　　資本合計 8,052,836,484

　　　負債資本合計 11,290,175,568
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Ⅲ 附表 

 
１ 固定資産明細書 
 ⑴ 有形固定資産                     （単位：円） 
資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高 
土地 3,242,246,476 0 0 3,242,246,476 

建物 367,105,023 0 0 367,105,023 

建物附属設備 41,378,121 21,000,000 1,485,100 60,893,021 

構築物 27,744,630 0 0 27,744,630 

機械及び装置 58,153,495 348,000 0 58,501,495 

車両運搬具 178,273 0 0 178,273 

工具器具備品 446,380,418 31,686,000 0 478,066,418 

リース資産 455,414,594 295,000,000 0 750,414,594 

計 4,638,601,030 348,034,000 1,485,100 4,985,149,930 

 

資産の種類 
減価償却累計額 年度末償却 

未済高 当年度増加額 当年度減少額 累計 
土地 0 0 0 3,242,246,476 

建物 130,715,649 0 130,715,649 236,389,374 

建物附属設備 566,597 0 566,597 60,326,424 

構築物 1,187,552 0 1,187,552 26,557,078 

機械及び装置 12,390,883 0 12,390,883 46,110,612 

車両運搬具 0 0 0 178,273 

工具器具備品 80,172,043 0 80,172,043 397,894,375 

リース資産 53,546,909 0 53,546,909 696,867,685 

計 278,579,633 0 278,579,633 4,706,570,297 

 
 ⑵ 無形固定資産                     （単位：円） 

資産の種類 
年度当初 
現在高 

当年度 
増加額 

当年度 
減少額 

当年度 
減価償却額 

年度末 
現在高 

ソフトウェア 5,848,430 0 0 1,169,686 4,678,744 

リース資産 4,064,703 0 0 1,067,138 2,997,565 

計 9,913,133 0 0 2,236,824 7,676,309 
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 ⑶ 投資 

資産の種類 
年度当初 
現在高 

当年度増加額 当年度減少額 
年度末 
現在高 

基金 2,508,000,000 494,000,000 0 3,002,000,000 

計 2,508,000,000 494,000,000 0 3,002,000,000 
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Ⅳ 平成２８年度予算の概況及び事業の経営方針 

 
１ 予算実施計画 
 ⑴ 収益的収入及び支出 
 収入 

款   項   目 予定額（千円） 
１ 競走事業収益 57,038,223 

 １ 営業収益 56,969,836 

  １ 開催収益 49,678,909 

  ２ 場間場外発売事務受託収益 6,915,016 

  ３ その他営業収益 375,911 

 ２ 営業外収益 68,387 

  ２ 受取利息及び配当金 4,202 

  ３ 長期前受金戻入 64,185 

 
 支出 

款   項   目 予定額（千円） 
１ 競走事業費用 56,248,026 

 １ 営業費用 56,236,816 

  １ 開催費 49,831,426 

  ２ 場間場外発売事務受託費 5,843,653 

  ３ 管理費（総係費） 232,355 

  ４ 減価償却費 310,978 

  ５ 資産減耗費 18,404 

 ２ 営業外費用 11,210 

  １ 支払利息 6,660 

  ２ 消費税 4,550 

 

 ⑵ 資本的収入及び支出 

 収入 

款   項   目 予定額（千円） 
１ 資本的収入 0 
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 支出 
款   項   目 予定額（千円） 

１ 資本的支出 991,402 

 １ 建設改良費 287,402 

  ２ 資産購入費 44,941 

  ３ リース債務支払費 242,461 

 ２ 投資 4,000 

  １ 基金造成費 4,000 

 ３ 利益剰余金繰出金 700,000 

  １ 他会計繰出金 700,000 

 
 
 
２ 事業の経営方針 
  平和島本場を活性化するとともに電話投票や場間場外発売による平和島レ

ース全体の売上げ向上を図っていく。また、平和島本場や平和島劇場、ボー

トピアなどを活用した他場レースの発売も併せて推進することにより、事業

の至上命題である持続的な収益を確保し、市会計への繰出しができるよう、

次の重点課題に取り組む。 
  なお、基金への積立てが平成２７年度で目標額に到達したことから、平成

２８年度以降は市会計への繰出しを優先していく。 
⑴ 高グレードレースの誘致 
⑵ 魅力あるレースの提供 
⑶ 本場の活性化 
⑷ 電話投票の売上げ向上 
⑸ 場間場外発売の売上げ向上 
⑹ ボートピア等の安定的な運営及び新規開設の検討 
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